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(57)【要約】
【課題】診断効率を向上させることができる超音波診断
装置及びプログラムを提供すること。
【解決手段】実施の形態の超音波画像診断装置１は、超
音波プローブ１１とフレームレート調整部１５２とを備
える。そして、実施の形態の超音波診断装置１のフレー
ムレート調整部１５２は、実施の形態の超音波診断装置
１の超音波プローブ１１によって超音波の送信及び受信
が実行される走査領域を、少なくとも被検体の関心領域
を含む領域に縮小させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波探触子によって超音波が送受信される走査領域を少なくとも被検体の関心領域を
含む領域に縮小させる調整手段、
　を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　時系列で連続する複数の超音波画像それぞれに描出された同一部位をそれぞれ検出し、
前記複数の超音波画像それぞれに検出された当該同一部位を含む領域を前記関心領域とし
て抽出する領域抽出手段をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装
置。
【請求項３】
　前記調整手段は、前記関心領域が前記走査領域に含まれることを条件に、前記超音波画
像の画角を狭くすることで前記走査領域を縮小させることを特徴とする請求項１又は２に
記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記調整手段は、前記関心領域が前記走査領域に含まれることを条件に、前記超音波画
像の視野深度を浅くすることで前記走査領域を縮小させることを特徴とする請求項１～３
のいずれか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記調整手段によって縮小された走査領域に超音波を送受信することにより生成された
複数の超音波画像において、時系列で連続する複数の超音波画像それぞれに描出された前
記同一部位が前記関心領域に含まれることを条件に、フレームレートと相互に影響しあう
画質調整パラメータを変更する画質調整手段をさらに備えることを特徴とする請求項１～
４のいずれか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　超音波探触子によって超音波が送受信される走査領域を少なくとも被検体の関心領域を
含む領域に縮小させる調整手順、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする調整プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施の形態は、超音波診断装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置は、Ｘ線診断装置、Ｘ線ＣＴ（Computed　Tomography）装置、Ｍ
ＲＩ（Magnetic　Resonance　Imaging）装置などの他の医用画像診断装置に比べ装置規模
が小さく、また、超音波プローブを体表から当てるだけの簡便な操作により、例えば、心
臓の拍動や胎児の動きといった検査対象の動きの様子をリアルタイムで表示可能な装置で
あることから、今日の医療において重要な役割を果たしている。
【０００３】
　ここで、超音波診断装置を用いた検査では、診断部位によってフレームレート（Frame
　Rate）の調整が行われる。なお、フレームレートとは、単位時間当たりの画像枚数であ
る。例えば、心臓など、動きが速い循環器が診断部位である場合には、時間分解能を向上
させるために、フレームレートを上げる調整が行われる。例えば、心臓を診断する場合に
は、フレームレートは少なくとも６０ｆｐｓ（Frames　Per　second）以上に調整される
。しかしながら、従来技術においては、操作者がモニタに描出された画像を参照しながら
、手動でフレームレートを調整するため、診断効率が低下する場合があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開平０７―０２３９５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、診断効率を向上させることができる超音波診断装置
及びプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施の形態の超音波画像診断装置は、調整手段を備える。調整手段は、超音波探触子に
よって超音波が送受信される走査領域を少なくとも被検体の関心領域を含む領域に縮小さ
せる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置の全体構成を説明するための図で
ある。
【図２】図２は、第１の実施形態に係る画像データ制御部の構成の一例を説明するための
図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係る領域抽出部による処理の一例を説明するための図
である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係るフレームレート調整部による画角調整の一例を説
明するための図である。
【図５】図５は、第１の実施形態に係るフレームレート調整部による視野深度の一例を説
明するための図である。
【図６】図６は、第１の実施形態に係る超音波診断装置による処理の手順を示すフローチ
ャートである。
【図７】図７は、第１の実施形態に係るフレームレート調整部による画角調整の処理の手
順を示すフローチャートである。
【図８】図８は、第１の実施形態に係るフレームレート調整部による視野深度調整の処理
の手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　（第１の実施形態）
　まず、第１の実施形態に係る超音波診断装置の全体構成について、図１を用いて説明す
る。図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１の全体構成を説明するための図であ
る。図１に示すように、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、超音波プローブ１１
と、入力装置１２と、モニタ１３と、装置本体１００とを有する。
【０００９】
　超音波プローブ（超音波探触子）１１は、複数の圧電振動子を有し、これら複数の圧電
振動子は、後述する装置本体１００が有する送受信部１１０から供給される駆動信号に基
づき超音波を発生し、さらに、被検体Ｐからの反射波を受信して電気信号に変換する。ま
た、超音波プローブ１１は、圧電振動子に設けられる整合層と、圧電振動子から後方への
超音波の伝播を防止するバッキング材などを有する。
【００１０】
　超音波プローブ１１から被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波は、被検
体Ｐの体内組織における音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、反射波信号と
して超音波プローブ１１が有する複数の圧電振動子にて受信される。受信される反射波信
号の振幅は、超音波が反射される不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。
なお、送信された超音波パルスが移動している血流や心臓壁などの表面で反射された場合
の反射波信号は、ドプラ効果により、移動体の超音波送信方向に対する速度成分に依存し
て、周波数偏移を受ける。
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【００１１】
　なお、本実施形態は、複数の圧電振動子が一列で配置された１次元超音波プローブであ
る超音波プローブ１１により、被検体Ｐを２次元でスキャンする場合であっても、１次元
超音波プローブの複数の圧電振動子を機械的に揺動する超音波プローブ１１や複数の圧電
振動子が格子状に２次元で配置された２次元超音波プローブである超音波プローブ１１に
より、被検体Ｐを３次元でスキャンする場合であっても、適用可能である。
【００１２】
　入力装置１２は、超音波診断装置１の操作者からの各種設定要求を受け付け、装置本体
１００に対して受け付けた各種設定要求を転送する。入力装置１２は、例えば、トラック
ボール、スイッチ、ボタン、タッチコマンドスクリーン、キーボード、マウスなどである
。
【００１３】
　モニタ１３は、超音波診断装置１の操作者が入力装置１２を用いて各種設定要求を入力
するためのＧＵＩ（Graphical　User　Interface）を表示したり、装置本体１００におい
て生成された超音波画像などを表示したりする。
【００１４】
　装置本体１００は、超音波プローブ１１が受信した反射波に基づいて超音波画像を生成
する装置であり、図１に示すように、送受信部１１０と、Ｂモード処理部１２０と、ドプ
ラ処理部１３０と、画像データ生成部１４０と、画像データ制御部１５０と、画像メモリ
１６０と、制御部１７０と、内部記憶部１８０とを有する。
【００１５】
　送受信部１１０は、トリガ発生回路、遅延回路およびパルサ回路などを有し、超音波プ
ローブ１１に駆動信号を供給する。パルサ回路は、所定のレート周波数で、送信超音波を
形成するためのレートパルスを繰り返し発生する。また、遅延回路は、超音波プローブ１
１から発生される超音波をビーム状に集束して送信指向性を決定するために必要な圧電振
動子ごとの遅延時間を、パルサ回路が発生する各レートパルスに対し与える。また、トリ
ガ発生回路は、レートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ１１に駆動信号（駆
動パルス）を印加する。すなわち、遅延回路は、各レートパルスに対し与える遅延時間を
変化させることで、圧電振動子面からの送信方向を任意に調整する。
【００１６】
　また、送受信部１１０は、アンプ回路、Ａ／Ｄ変換器、加算器などを有し、超音波プロ
ーブ１１が受信した反射波信号に対して各種処理を行なって反射波データを生成する。ア
ンプ回路は、反射波信号をチャンネルごとに増幅してゲイン補正処理を行ない、Ａ／Ｄ変
換器は、ゲイン補正された反射波信号をＡ／Ｄ変換して受信指向性を決定するのに必要な
遅延時間を与え、加算器は、Ａ／Ｄ変換器によって処理された反射波信号の加算処理を行
なって反射波データを生成する。加算器の加算処理により、反射波信号の受信指向性に応
じた方向からの反射成分が強調される。
【００１７】
　このように、送受信部１１０は、超音波の送受信における送信指向性と受信指向性とを
制御する。なお、送受信部１１０は、後述する制御部１７０の制御により、遅延情報、送
信周波数、送信駆動電圧、開口素子数などを瞬時に変更可能な機能を有している。特に、
送信駆動電圧の変更においては、瞬時に値を切り替えることが可能であるリニアアンプ型
の発振回路、又は、複数の電源ユニットを電気的に切り替える機構によって実現される。
また、送受信部１１０は、１フレームもしくはレートごとに、異なる波形を送信して受信
することも可能である。
【００１８】
　Ｂモード処理部１２０は、送受信部１１０からゲイン補正処理、Ａ／Ｄ変換処理および
加算処理が行なわれた処理済み反射波信号である反射波データを受信し、対数増幅、包絡
線検波処理などを行なって、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータ（Ｂモードデー
タ）を生成する。 
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【００１９】
　ここで、Ｂモード処理部１２０は、検波周波数を変化させることで、映像化する周波数
帯域を変えることができる。また、Ｂモード処理部１２０は、１つの受信データに対して
、２つの検波周波数による検波処理を並列して行うことができる。 
【００２０】
　このＢモード処理部１２０の機能を用いることにより、超音波造影剤が注入された被検
体Ｐの関心領域における１つの受信データから、関心領域を流動する超音波造影剤（微小
気泡、バブル）を反射源とする反射波データと、関心領域に存在する組織を反射源とする
反射波データとを分離することができ、後述する画像データ生成部１４０は、流動するバ
ブルを高感度に映像化した造影像および形態を観察するために組織を映像化した組織像を
生成することができる。 
【００２１】
　ドプラ処理部１３０は、送受信部１１０から受信した反射波データから速度情報を周波
数解析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散、
パワーなどの移動体情報を多点について抽出したデータ（ドプラデータ）を生成する。
【００２２】
　画像データ生成部１４０は、Ｂモード処理部１２０が生成したＢモードデータや、ドプ
ラ処理部１３０が生成したドプラデータから、時系列に連続した超音波画像を生成する。
そして、画像データ生成部１４０は、生成した超音波画像を画像メモリ１６０に格納する
。
【００２３】
　画像データ制御部１５０は、画像データ生成部１４０によって生成された超音波画像を
時系列に順次取得する。そして、画像データ制御部１５０は、取得した超音波画像を表示
用画像に順次変換して、画像メモリ１６０に格納する。具体的には、画像データ制御部１
５０は、画像データ生成部１４０によって生成された超音波画像を画像メモリ１６０から
読み出し、テレビなどに代表されるビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャン
コンバート）することで、表示用画像（Ｂモード画像やドプラ画像）を生成し、生成した
表示用画像を画像メモリ１６０に再度格納する。なお、画像データ制御部１５０は、画像
データの収集に関する制御も実行する。第１に実施形態に係る画像データ制御部１５０に
よる画像データの収集に関しては、後に詳述する。
【００２４】
　画像メモリ１６０は、Ｂモード処理部１２０及びドプラ処理部１３０によって生成され
たＲａｗデータ（Ｂモードデータ及びドプラデータ）、画像データ生成部１４０によって
生成された超音波画像及び画像データ制御部１５０によって生成された表示用画像を記憶
する。また、画像メモリ１６０は、画像データ制御部１５０による処理結果を記憶する。
さらに、画像メモリ１６０は、送受信部１１０を経た直後の出力信号（ＲＦ：Rａｄｉｏ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）や画像の輝度信号、種々の生データなどを必要に応じて記憶する
。
【００２５】
　制御部１７０は、超音波診断装置１における処理全体を制御する。具体的には、制御部
１７０は、送受信部１１０、Ｂモード処理部１２０、ドプラ処理部１３０、画像データ生
成部１４０及び画像データ制御部１５０の各種処理を制御する。例えば、制御部１７０は
、入力装置１２を介して操作者から入力された各種設定要求や、内部記憶部１８０から読
込んだ各種制御プログラムおよび各種設定情報や、後述する画像データ制御部１５０から
受信した各種設定情報に基づき、各種処理を制御したり、画像メモリ１６０が記憶する表
示用画像をモニタ１３にて表示するように制御したりする。
【００２６】
　内部記憶部１８０は、超音波送受信、画像処理および表示処理を行なうための制御プロ
グラムや、診断情報（例えば、患者ＩＤ、医師の所見など）や、診断プロトコルなどの各
種データを記憶する。また、内部記憶部１８０は、必要に応じて、画像メモリ１６０が記
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憶する画像の保管などにも使用される。
【００２７】
　以上、第１の実施形態に係る超音波診断装置の全体構成について説明した。かかる構成
のもと、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、以下、詳細に説明する画像データ制
御部１５０の処理により、診断効率を向上させることが可能となるように構成されている
。具体的には、第１の実施形態に係る超音波診断装置１においては、画像データ制御部１
５０が、画像データ生成部１４０によって生成された超音波画像を用いて、フレームレー
ト及び画質の自動調整を実行することにより、診断部位が循環器などの動きの速い部位で
あっても効率よく診断することを可能にする。
【００２８】
　以下、第１の実施形態に係る画像データ制御部１５０の処理について、図２などを用い
て詳細に説明する。図２は、第１の実施形態に係る画像データ制御部１５０の構成の一例
を説明するための図である。図２に示すように、画像データ制御部１５０は、領域抽出部
１５１と、フレームレート調整部１５２と、画質調整部１５３とを有し、画像メモリ１６
０と接続される。
【００２９】
　領域抽出部１５１は、時系列で連続する複数の超音波画像それぞれに描出された同一部
位をそれぞれ検出し、当該同一部位を含む領域を前記関心領域として抽出する。具体的に
は、領域抽出部１５１は、画像データ生成部１４０によって生成された時系列で連続した
超音波画像を用いて、フレームレートを調整するための基準点であるトラッキングポイン
トを決定する。そして、領域抽出部１５１は、決定したトラキングポイントに基づいて、
関心領域を設定する。
【００３０】
　より具体的には、領域抽出部１５１は、画像データ生成部１４０によって生成された超
音波画像から時系列で連続した任意の２枚の超音波画像を取得する。そして、領域抽出部
１５１は、取得した２枚の超音波画像間の差異を算出することで動きの速い部位を検出し
、検出した部位の所定の位置をトラッキングポイントとして決定する。さらに、領域抽出
部１５１は、検出した部位を含む所定の領域を関心領域として設定する。
【００３１】
　図３は、第１の実施形態に係る領域抽出部１５１による処理の一例を説明するための図
である。図３においては、時系列で連続した任意の２枚の超音波画像をＮフレーム目の画
像（Ｎ　ｆｒａｍｅ　ｉｍａｇｅ）とＮフレーム目の次の超音波画像（Ｎ＋１　ｆｒａｍ
ｅ　ｉｍａｇｅ）として示す。
【００３２】
　例えば、領域抽出部１５１は、図３の（Ａ）に示すように、時系列で連続した２枚の超
音波画像「Ｎ　ｆｒａｍｅ　ｉｍａｇｅ」と「Ｎ＋１　ｆｒａｍｅ　ｉｍａｇｅ」を画像
メモリ１６０から取得する。そして、領域抽出部１５１は、取得した２枚の画像間の差異
を算出する。例えば、領域抽出部１５１は、図３の（Ｂ）に示すように、「Ｎ　ｆｒａｍ
ｅ　ｉｍａｇｅ」における各座標の輝度から「Ｎ＋１　ｆｒａｍｅ　ｉｍａｇｅ」におけ
る各座標の輝度を減算することで、２枚の画像の差異２１を算出する。同様に、領域抽出
部１５１は、図３の（Ｂ）に示すように、「Ｎ＋１　ｆｒａｍｅ　ｉｍａｇｅ」における
各座標の輝度から「Ｎ　ｆｒａｍｅ　ｉｍａｇｅ」における各座標の輝度を減算すること
で、２枚の画像の差異２２を算出する。
【００３３】
　このように、領域抽出部１５１は、時系列で連続した２枚の超音波画像の一方から他方
を減算する処理を相互に実行することによって、超音波画像に描出された領域の中で動き
のある部位を検出する。なお、領域抽出部１５１は、画像間の差異を算出する際に、パタ
ーンマッチングなどを用いて、２枚の超音波画像にそれぞれ描出された部位が同一部位で
あるか否かを判定する。すなわち、領域抽出部１５１は、同一部位であると判定した部位
の画像間差異を算出する。
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【００３４】
　そして、領域抽出部１５１は、２つの画像間差異の対応関係を算出する。具体的には、
領域抽出部１５１は、時系列で先の画像に描出された動きのある部位に含まれる各座標が
、時系列で後の画像のどの座標に対応するのかを算出する。そして、領域抽出部１５１は
、算出した座標の対応関係において最も変化量が大きい座標の組をトラッキングポイント
として決定する。例えば、領域抽出部１５１は、図３の（Ｃ）に示すように、差異２１に
おいて深さ方向の座標が最も小さい座標２３と、差異２２において深さ方向の座標が最も
大きい座標２４とをトラッキングポイントとして決定する。
【００３５】
　領域抽出部１５１は、上記した処理を複数回実行する。具体的には、領域抽出部１５１
は、時系列で連続した２枚の超音波画像を複数組取得して、取得した複数組の超音波画像
に対して上記した処理を実行する。そして、領域抽出部１５１は、トラッキングポイント
として決定した座標の組の変化量が最も大きい２枚の超音波画像を抽出する。このことに
より、診断部位の可動域を考慮した処理が可能となる。
【００３６】
　なお、時系列で連続した２枚の超音波画像を複数組取得する処理は、時系列で連続した
超音波画像から２枚ずつ取得する場合であっても、無作為に任意の２枚を取得する場合で
あってもよい。例えば、Ｎ枚目の超音波画像からＮ＋１０枚目の超音波画像を２枚ずつ取
得する場合であってもよく、Ｎ枚目とＮ＋１枚目、Ｎ＋１０枚目とＮ＋１１枚目などのよ
うに、無作為に任意の２枚を取得する場合であってもよい。また、２枚の超音波画像の組
数は、設計者や操作者によって任意に決定される。
【００３７】
　そして、領域抽出部１５１は、抽出した２枚の超音波画像から算出した２つの差異を含
む領域を関心領域として設定して、設定した関心領域及び２つの差異に関する情報を画像
メモリ１６０に格納する。例えば、領域抽出部１５１は、図３の（Ｃ）に示すように、座
標２３と、座標２４と、差異２１及び２２において変化量が最小となる座標２５とから決
まる矩形を関心領域２６として設定して、関心領域２６及び差異２１、２２に関する情報
を画像メモリ１６０に格納する。なお、関心領域は、矩形に限定されるものではなく、例
えば、座標２３と、座標２４と、座標２５とから決まる円を用いる場合であってもよい。
【００３８】
　図２に戻って、フレームレート調整部１５２は、超音波探触子によって超音波が送受信
される走査領域を少なくとも被検体の関心領域を含む領域に縮小させる。具体的には、フ
レームレート調整部１５２は、領域抽出部１５１によって設定された関心領域が走査領域
（スキャン領域）外にならないように走査領域を縮小する。より具体的には、フレームレ
ート調整部１５２は、関心領域が走査領域（スキャン領域）に含まれることを条件に、画
角（スキャンレンジ：scan　range）と視野深度（デプス：depth）を調整する。
【００３９】
　図４は、第１の実施形態に係るフレームレート調整部１５２による画角調整の一例を説
明するための図である。例えば、フレームレート調整部１５２は、図４の（Ａ）の点線３
１に示すように、画角を１段階狭くする。そして、フレームレート調整部１５２は、画角
を１段階狭くした状態で、関心領域がスキャン領域に含まれているか否かを判定する。こ
こで、関心領域がスキャン領域に含まれている場合には、フレームレートレート調整部１
５２は、図４の（Ａ）の点線３２に示すように、画角をさらに１段階狭くする。
【００４０】
　このように、フレームレート調整部１５２は、関心領域の一部がスキャン領域から外れ
るまで、画角を段階的に狭くする。例えば、フレームレート調整部１５２は、図４の（Ａ
）の点線３１、３２、３３、３４に示すように、画角を段階的に狭くする。
【００４１】
　そして、フレームレート調整部１５２は、関心領域の一部がスキャン領域から外れた場
合に、画角を１段階広くして、画角の調整を終了する。例えば、フレームレート調整部１
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５２は、図４の（Ｂ）に示すように、関心領域の一部がスキャン領域から外れるまで段階
的に画角を狭くしていき、関心領域の一部がスキャン領域から外れた画角よりも１段階広
い画角に調整する。なお、画角を調整する幅は設計者や操作者によって任意に設定される
。また、画角を狭くする幅と、画角を広くする幅とで異なる幅に設定することも可能であ
る。
【００４２】
　図５は、第１の実施形態に係るフレームレート調整部１５２による視野深度調整の一例
を説明するための図である。なお、図５においては、図５の（Ａ）が図４の（Ｂ）に対応
する。例えば、フレームレート調整部１５２は、図５の（Ａ）に示す画角調整後のスキャ
ン領域の視野深度を、図５の（Ｂ）に示すように、１段階浅くする。そして、フレームレ
ート調整部１５２は、視野深度を１段階浅くした状態で、関心領域がスキャン領域に含ま
れているか否かを判定する。ここで、関心領域がスキャン領域に含まれている場合には、
フレームレートレート調整部１５２は、図５の（Ｃ）に示すように、視野深度をさらに１
段階浅くする。
【００４３】
　このように、フレームレート調整部１５２は、関心領域の一部がスキャン領域から外れ
るまで、視野深度を段階的に浅くする。そして、フレームレート調整部１５２は、関心領
域の一部がスキャン領域から外れた場合に、視野深度を１段階深くして、視野深度の調整
を終了する。
【００４４】
　上述したように、フレームレート調整部１５２は、関心領域に応じてスキャン領域を縮
小させることにより、１フレームに要するスキャン時間を短縮することを可能にする。そ
の結果、フレームレート調整部１５２は、フレームレートを向上させる。すなわち、画角
を狭くすることにより、送信する超音波ビームの本数が減少し、その結果、フレームレー
トが向上する。また、視野深度を浅くすることにより、反射波を受信するまでの時間が短
縮され、その結果、フレームレートが向上する。
【００４５】
　図２に戻って、画質調整部１５３は、フレームレート調整部１５２によって縮小された
走査領域に超音波を送受信することにより生成された複数の超音波画像において、時系列
で連続する複数の超音波画像それぞれに描出された同一部位が関心領域に含まれることを
条件に、フレームレートと相互に影響しあう画質調整パラメータを変更する。具体的には
、画質調整部１５３は、フレームレート調整部１５２によってフレームレートが調整され
たことに伴って変化する画質を調整する。より具体的には、画質調整部１５３は、フレー
ムレートの調整に伴って劣化した画質を向上させる。
【００４６】
　例えば、画質調整部１５３は、フレームレートと相互に影響しあう画質調整パラメータ
としてラスタ密度を調整することで、画質を向上させる。ラスタ密度を調整することで画
質を調整する場合には、画質調整部１５３は、まず、フレームレート調整部１５２によっ
て縮小されたスキャン領域で、ラスタ密度を最高値に設定した超音波画像を生成させる。
そして、画質調整部１５３は、領域抽出部１５１にトラッキングポイントを決定させる。
なお、ラスタ密度は、操作者が所望するフレームレートを下回らない範囲で最高となるよ
うに設定される。
【００４７】
　ここで、画質調整パラメータとしてラスタ密度を用いた場合に、例えば、画角や視野深
度が大きくなってしまう場合がある。そこで、画質調整部１５３は、領域抽出部１５１に
よって決定されたトラッキングポイントが画像メモリ１６０によって記憶された関心領域
内に納まるか否かを判定する。具体的には、画質調整部１５３は、トラッキングポイント
の変化量と変化の向き（ベクトル）とを用いて、トラッキングポイントが関心領域内に納
まるか否かを判定する。例えば、画質調整部１５３は、領域抽出部１５１によって決定さ
れたトラッキングポイントが関心領域２６に納まるか否かを判定する。
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【００４８】
　ここで、トラッキングポイントが関心領域内に納まった場合には、画質調整部１５３は
、画質の調整を終了する。一方、トラッキングポイントが関心領域内に納まらなかった場
合には、画質調整部１５３は、ラスタ密度を１段階下げて、再度、超音波画像を生成させ
る。そして、画質調整部１５３は、再度生成された超音波画像のトラッキングポイントが
関心領域内に納まるか否かを判定する。このように、画質調整部１５３は、トラッキング
ポイントが関心領域内に納まるまで、段階的にラスタ密度を下げる。そして、画質調整部
１５３は、トラッキングポイントが関心領域内に納まると、スキャン領域及びラスタ密度
が調整された画像がモニタ１３から表示されるように制御する。
【００４９】
　すなわち、画質調整部１５３は、まず、ラスタ密度を最高値に設定することで、画質を
可能な限り向上させる。そして、画質調整部１５３は、ラスタ密度を高めることによって
生じる画角及び視野深度の変化を補正するために、トラッキングポイントが関心領域内に
納まるまで段階的にラスタ密度を下げる。このことにより、第１の実施形態に係る超音波
診断装置１は、関心領域が確実に描出された超音波画像を良質な画質で提供することを可
能にする。
【００５０】
　例えば、従来技術においては、操作者は、所望の画像が得られるまで、フレームレート
の調整とラスタ密度の調整とを繰り返し行っていた。この操作は、所望の画像が得られる
まで時間を要するため、診断効率を低下させる要因の１つであった。第１の実施形態に係
る超音波診断装置１は、上述した操作者の操作を自動で行い、短時間で良質な画質の超音
波画像を提供することが可能である。すなわち、第１の実施形態に係る超音波診断装置１
は、診断効率を向上させることを可能にする。
【００５１】
　なお、上述した画像データ制御部１５０による処理の説明では、画像を用いて説明した
が、実際には、上述した処理は、モニタには表示されずに装置内部のみで実行され、フレ
ームレートの自動調整が終了した後に、初めてモニタ１３に画像が表示される。
【００５２】
　次に、図６～８を用いて、第１の実施形態に係る超音波診断装置１の処理について説明
する。なお、図６～８においては、被検体Ｐの体表に超音波プローブ１１が当てられ、診
断が開始された後の処理について示す。
【００５３】
　図６は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１による処理の手順を示すフローチャー
トである。図６に示すように、第１の実施形態に係る超音波診断装置１においては、児童
調整機能が起動されていると（ステップＳ１０１肯定）、領域抽出部１５１は、画像デー
タ生成部１４０によって生成された超音波画像から時系列で連続する２枚の画像を取得す
る（ステップＳ１０２）。
【００５４】
　そして、領域調整部１５１は、取得した２枚の超音波画像間の差分を算出して、画像間
の変化量を算出する（ステップＳ１０３）。続いて、領域調整部１５１は、変化量の算出
を所定の回数行ったか否かを判定する（ステップＳ１０４）。ここで、変化量の算出を所
定の回数行っていない場合には（ステップＳ１０４否定）、領域調整部１５１は、ステッ
プＳ１０２に戻って、時系列で連続する２枚の画像を取得する。
【００５５】
　一方、変化量の算出を所定の回数行った場合には（ステップＳ１０４肯定）、領域調整
部１５１は、トラッキングポイントを決定して、変化量が最大となる２枚の画像を抽出す
る（ステップＳ１０５）。そして、領域抽出部１５１は、抽出した２枚の画像を用いて、
関心領域を設定する（ステップＳ１０６）。
【００５６】
　その後、フレームレート調整部１５２は、設定された関心領域に基づいて、スキャン領
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域を調整する（ステップＳ１０７）。そして、画質調整部１５３は、ラスタ密度を最高値
に設定させ（ステップＳ１０８）、設定されたスキャン領域及びラスタ密度で超音波画像
を生成させる（ステップＳ１０９）。
【００５７】
　その後、領域抽出部１５１は、生成された超音波画像から時系列で連続する２枚の画像
を取得して、画像間の変化量を算出する（ステップＳ１１０）。そして、画質調整部１５
３は、領域抽出部１５１によって算出された画像間の変化量と変化の向きに基づいて、ト
ラッキングポイントが関心領域内に納まっているか否かを判定する（ステップＳ１１１）
。
【００５８】
　ここで、トラッキングポイントが関心領域内に納まっていない場合には（ステップＳ１
１１否定）、画質調整部１５３は、ラスタ密度を１段階下げた画像を生成させ（ステップ
Ｓ１１２）、領域抽出部１５１は、再度画像間の変化量を算出する（ステップＳ１１０）
。
【００５９】
　一方、トラッキングポイントが関心領域内に納まっている場合には（ステップＳ１１１
肯定）、画質調整部１５３は、調整したスキャン領域及びラスタ密度で生成した画像を診
断画像としてモニタ１３に表示させて（ステップＳ１１３）、処理を終了する。なお、自
動調整機能が起動されるまで、超音波診断装置１は、待機状態である（ステップＳ１０１
否定）。
【００６０】
　図７は、第１の実施形態に係るフレームレート調整部１５２による画角調整の処理の手
順を示すフローチャートである。なお、図７における処理は、図６に示すステップＳ１０
７の処理に対応する。
【００６１】
　図７に示すように、第１の実施形態に係る超音波診断装置１においては、フレームレー
ト調整部１５２は、超音波画像の画角を１段階狭くして（ステップＳ２０１）、領域抽出
部１５１によって設定された関心領域がスキャン領域に納まっているか否かを判定する（
ステップＳ２０２）。
【００６２】
　ここで、関心領域がスキャン領域に納まっている場合には（ステップＳ２０２肯定）、
フレームレート調整部１５２は、ステップＳ２０１に戻って、画角を１段階狭くする。一
方、関心領域がスキャン領域に納まっていない場合には（ステップＳ２０２否定）、フレ
ームレート調整部１５２は、１段階広げた画角を適用して（ステップＳ２０３）、画角調
整の処理を終了する。
【００６３】
　図８は、第１の実施形態に係るフレームレート調整部１５２による視野深度調整の処理
の手順を示すフローチャートである。なお、図８における処理は、図６に示すステップＳ
１０７の処理に対応する。
【００６４】
　図８に示すように、第１の実施形態に係る超音波診断装置１においては、フレームレー
ト調整部１５２は、超音波画像の視野深度を１段階浅くして（ステップＳ３０１）、領域
抽出部１５１によって設定された関心領域がスキャン領域に納まっているか否かを判定す
る（ステップＳ３０２）。
【００６５】
　ここで、関心領域がスキャン領域に納まっている場合には（ステップＳ３０２肯定）、
フレームレート調整部１５２は、ステップＳ３０１に戻って、画角を１段階狭くする。一
方、関心領域がスキャン領域に納まっていない場合には（ステップＳ３０２否定）、フレ
ームレート調整部１５２は、１段階深くした視野深度を適用して（ステップＳ３０３）、
視野深度調整の処理を終了する。
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【００６６】
　上述したように、第１の実施形態によれば、フレームレート調整部１５２は、超音波プ
ローブ１１によって超音波が送受信されるスキャン領域を少なくとも被検体の関心領域を
含む領域に縮小させる。従って、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、フレームレ
ートを自動で調整することができ、診断効率を向上させることを可能にする。
【００６７】
　また、第１の実施形態によれば、領域抽出部１５１は、時系列で連続する複数の超音波
画像それぞれに描出された同一部位をそれぞれ検出し、超音波画像において、検出した同
一部位それぞれが描出される位置を含む領域を前記関心領域として抽出する。従って、第
１の実施形態に係る超音波診断装置１は、動きのある部位を自動的に関心領域として設定
することができ、関心領域の設定に係る操作者の作業を低減させることを可能にする。
【００６８】
　また、第１の実施形態によれば、フレームレート調整部１５２は、関心領域がスキャン
領域に含まれることを条件に、超音波画像の画角を狭くすることでスキャン領域を縮小さ
せる。従って、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、関心領域を確実に含むように
画角を狭くすることを可能にする。
【００６９】
　また、第１の実施形態によれば、フレームレート調整部１５２は、関心領域がスキャン
領域に含まれることを条件に、超音波画像の視野深度を浅くすることで前記走査領域を縮
小させる。従って、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、関心領域を確実に含むよ
うに視野深度を狭くすることを可能にする。
【００７０】
　また、第１の実施形態によれば、画質調整部１５３は、フレームレート調整部１５２に
よって縮小されたスキャン領域に超音波を送受信することにより生成された複数の超音波
画像において、時系列で連続する複数の超音波画像それぞれに描出された同一部位が関心
領域に含まれることを条件に、フレームレートに影響を与えるラスタ密度を変更する。従
って、第１の実施形態に係る超音波診断装置１は、関心領域が確実に描出された画像の画
質を向上させることを可能にする。
【００７１】
　（第２の実施形態）
　さて、これまで第１の実施形態について説明したが、上述した第１の実施形態以外にも
、種々の異なる形態にて実施されてよいものである。
【００７２】
（１）関心領域の設定
　上述した第１の実施形態では、領域抽出部１５１が関心領域を設定する場合について説
明した。しかしながら、開示の技術はこれに限定されるものではなく、例えば、操作者に
よって関心領域が設定される場合であってもよい。かかる場合には、フレームレート調整
部１５２が操作者によって設定された関心領域を用いてスキャン領域を縮小させる。
【００７３】
（２）処理対象
　上述した第１の実施形態では、２次元の超音波画像を用いる場合について説明した。し
かしながら、開示の技術はこれに限定されるものではなく、例えば、３次元の超音波画像
を用いる場合であってもよい。かかる場合には、フレームレート及び画質が調整された超
音波画像は、例えば、ある視点方向からのレンダリング画像として表示されたり、或いは
、所定の断面で切断したＭＰＲ（Multi Planar Reformation）画像で表示されたりする。
【００７４】
（３）処理順
　上述した第１の実施形態では、画角が調整された後に視野深度が調整される場合につい
て説明した。しかしながら、開示の技術はこれに限定されるものではなく、視野深度が調
整された後に画角が調整される場合であってもよい。
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【００７５】
（４）画質調整パラメータ
　上述した第１の実施形態では、フレームレートと相互に影響しあう画質調整パラメータ
としてラスタ密度を用いる場合について説明した。しかしながら、開示の技術はこれに限
定されるものではなく、例えば、コントラスト分解能を高めるためのコンパウンドに係る
設定、フォーカス段数、カラー画像のデータサイズなどを用いる場合であってもよい。
【００７６】
　例えば、コンパウンドに係る設定を用いる場合には、画質調整部１５３は、空間コンパ
ウンド及び周波数コンパウンドそれぞれに係る設定を調整する。空間コンパウンドに係る
設定を調整する場合には、画質調整部１５３は、例えば、超音波画像を生成する際に合成
する超音波ビームの本数を調整する。また、周波数コンパウンドを調整する場合には、画
質調整部１５３は、例えば、高周波及び低周波それぞれの周波数で得られる画像を調整す
る。また、カラー画像のデータサイズを用いる場合には、画質調整部１５３は、例えば、
ドプラデータを生成するために送信する超音波ビームの送信回数を調整する。
【００７７】
（５）関心領域の自動設定
　上述した第１の実施形態では、画像間差異を含む任意の領域を関心領域として設定する
場合ついて説明した。しかしながら、開示の技術はこれに限定されるものではなく、例え
ば、フレームレートが変化する他の要素を考慮して関心領域を設定する場合であってもよ
い。例えば、領域抽出部１５１は、関心領域を設定する際に、被検体の体表から位置を考
慮して、体表から深い位置に設定する場合には、関心領域を可能な限り小さく設定する。
【００７８】
（６）フレームレートの変化に係る要素
　上述した第１の実施形態では、フレームレートの変化に係る要素として画角と視野深度
、そして、画質調整パラメータとしてラスタ密度を例に挙げて説明した。しかしながら、
例えば、ＰＳ－ＴＨＩ（Pulse　subtraction　tissue　Harmonic　imaging）やＡＰＳな
どを設定するサブモード設定、ズームの際のビューポートの位置、フレームレートコント
ロール機能、ドプラスキャンを実行する際の速度、或いは、１回の超音波ビームの送信に
より得られる各圧電振動子の反射波信号から複数の受信フォーカスの反射波データを生成
するＰ－Ｓｅｌ（並列同時受信処理）の設定などでもフレームレートは変化する。本願の
開示する超音波診断装置１は、上記した各要素の設定状態などを考慮して、フレームレー
トの自動調整を行うことも可能である。
【００７９】
　以上説明したとおり、第１の実施形態及び第２の実施形態によれば、本実施形態の超音
波診断装置は、フレームレート及び画質の調整を自動で行うことができ、診断効率を向上
させることを可能にする。
【００８０】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【００８１】
　１　超音波診断装置
　１１　超音波プローブ
　１２　入力装置
　１３　モニタ
　１００　装置本体
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　１５０　画像データ制御部
　１５１　領域抽出部
　１５２　フレームレート調整部
　１５３　画質調整部

【図１】 【図２】
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